
調査位置図

竹生野付近の露頭調査Ａ

竹生野付近の露頭調査Ｂ

○竹生野付近で露頭調査Ａ，Ｂを実施した結果，西側に傾斜した中川砂岩層が認められ，東側隆起の断層が伏在している可能性がある。

○傾斜した中川砂岩層を覆って埴生累層がほぼ水平に堆積しているが，本地点では中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）の活動は明確に判断できない。
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地質図 断層位置

推定区間

下図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑤竹生野付近の露頭調査－



【竹生野付近 露頭調査Ａ スケッチ・写真】
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露頭Ａ スケッチ 露頭Ａ 写真（撮影方向②, 1987年撮影）

露頭Ａ 写真（撮影方向①, 1987年撮影）

撮影方向②

撮影方向①

ＮＥ← →ＳＷ

Ｓ← →Ｎ

石動山断層・古府断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯



露頭Ｂ スケッチ

【竹生野付近 露頭調査Ｂ スケッチ・写真】

露頭Ｂ 写真(1997年撮影)
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写真範囲

石動山断層・古府断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯



解釈図（下川ほか（2002）に一部加筆）

・図中の数字は速度解析により
求められたP波速度（m/sec）
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○下川ほか（2002）は，本江町においてP波反射法地震探査（Ａ測線）を実施しており，以下のように評価している。
・邑知平野南東縁では，CMP190付近から南東に傾斜する明瞭な反射面が認められ，この反射面の地表への延長位置は，石動山断層の地表位置とほぼ一致する。
・この反射面に沿ってP波速度の逆転が見られ，反射面の上側のP波速度が下側のP波速度よりも大きくなっており，この事実は，当該反射面が南東側（石動山地側）隆起の低角逆断層であ
ることを示唆する。

反射法地震探査測線（ＣＭＰ番号）位置図
（下川ほか（2002）に一部加筆）

・国土地理院発行1：25,000地形図「柴垣」及び「羽咋」を使用
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1

200

993

【A測線】

P波反射法地震探査（Ａ測線）結果（深度断面，鉛直誇張：2倍）
（下川ほか（2002）に一部加筆）

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑥本江町付近の反射法地震探査（下川ほか，2002）－

LineA2

LineA3

100300400500600700800900

100300400500600700800900

・黒線は逆断層状の反射波構造



○下川ほか（2002）は，本江町においてP波反射法地震探査（Ｂ測線）を実施しており，以下のように評価している。
・邑知平野南東縁では，CMP250付近から南東に傾斜するP波速度の逆転を伴う反射波構造が認められ，この反射波構造の地表への延長位置は，石動山断層の地表位置とほぼ一致する。
・この反射波構造の北西側の，幅400～500mの範囲では，標高-200m前後以浅の反射面が緩い背斜状に盛り上がっている。この構造は，低角逆断層前面における圧縮変形に類似する。
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P波反射法地震探査（Ｂ測線）結果（深度断面）

（下川ほか（2002）に一部加筆）
解釈図

（下川ほか（2002）に一部加筆）

・図中の数字は速度解析により
求められたP波速度（m/sec）

反射法地震探査測線（ＣＭＰ番号）位置図
（下川ほか（2002）に一部加筆）

・国土地理院発行1：25,000地形図「柴垣」及び「羽咋」を使用
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【B測線】

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

100200300400 100200300400

・黒線は逆断層状の反射波構造

石動山断層・古府断層



○水野ほか（2003）は本江町において，下川ほか（2002）のP波反射法地震探査のB測線とほぼ平行にS波反射法地震探査を実施しており，以下のように評価している。
・平野部では標高-40m以浅にほぼ水平な複数の反射面が認められ，丘陵との境界付近では，表層部の反射面は斜面と平行に緩く北西に傾いている。
・これらの反射面の下位には，逆に30°程度の傾斜で南東に傾き下がる複数の反射面が認められ，下川ほか（2002）のP波反射法地震探査（B測線）の再解析結果
を併せて考えると，この南東傾斜の反射面の少なくとも一部は断層と推定される。
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反射法地震探査測線（ＣＭＰ番号）位置図
（水野ほか（2003）に一部加筆）

S波反射法地震探査結果（深度断面）
（水野ほか（2003）に一部加筆）

S-1測線S-2測線

・国土地理院発行50mメッシュ数値地図及び羽咋市発行の
5,000分の1地形図を使用

解釈図
（水野ほか（2003）に一部加筆）

B測線（下川ほか，2002）

P波反射法地震探査（Ｂ測線）結果（深度断面）
（再解析後）

（水野ほか（2003）に一部加筆）

←平野側 山地側→
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2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑦本江町付近の反射法地震探査（水野ほか，2003）－

500 400 300 200 100 700 600 500 400 300 200 100

200 100300400 200 100300400



○石動山断層・古府断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（国下測線）を実施した結果，石動山地を構成する高畠礫岩層等の新第三紀層に
相当する反射面は，その内部構造は不明瞭であるものの，丘陵から平野下に向かって急傾斜で沈み込んでおり，丘陵基部に断層が伏在している可能性がある。浅部の埴生累層等に相当す
る反射面は，その丘陵基部付近において不明瞭であり，変位・変形の有無が判別できない。

○よって，国下町付近では，中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）の活動は明確に判断できない。
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地質図

反射法地震探査断面図 解釈図

石動山断層・古府断層石動山断層・古府断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

石動山断層・古府断層石動山断層・古府断層

右図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑧反射法地震探査（国下測線）－

反射法地震探査仕様
測線長 1280m

振源
電磁式バイブレータ1台（スイープ数8回，ス
イープ周波数15～120Hz），スイープ長7s

発振点間隔 10m

受振器
上下動速度計
（L-40A固有周波数40hz，6個グループ）

受振点間隔 10m

記録系
有線型データ
収録装置（STRATAVIEW）

サンプリング間隔 1ms
記録長 1.5s
解析CMP間隔 5m

（丘陵基部）



○石動山断層・古府断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（井田測線）を実施した結果，平野側に基盤岩の上面及び新第三紀の地層等に相当
する反射面，丘陵側に新第三紀の高畠礫岩層の上面に相当する反射面が認められた。これらの反射面は，丘陵基部では不明瞭であり，連続性が追跡できない。この区間において，断層が伏
在している可能性がある。

○井田付近には更新世の地層が確認されていないため，断層の更新世以降の活動時期については判断できない。
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地質図

反射法地震探査断面図 解釈図

石動山断層・古府断層石動山断層・古府断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

右図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑨反射法地震探査（井田測線）－

反射法地震探査仕様
測線長 2280m

振源
電磁式バイブレータ1台（スイープ数16回，ス
イープ周波数15～120Hz），スイープ長7s

発振点間隔 10m

受振器
上下動速度計
（L-40A固有周波数40hz，6個グループ）

受振点間隔 10m

記録系
有線型データ
収録装置（DAS-1）

サンプリング間隔 1ms
記録長 1.5s
解析CMP間隔 5m

（丘陵基部）

（丘陵側）（平野側）（丘陵側）（平野側）



○石動山断層・古府断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（杉野屋測線）を実施した結果，中川砂岩層及び杉野屋シルト岩層に相当する反射
面は，平野側に急傾斜する同斜構造を示しており，断層が伏在している可能性がある。

○測線西端付近では，埴生累層に相当する反射面がほぼ水平に上記の急傾斜する同斜構造を覆っているが，この埴生累層は断層推定位置から約350m離れた平野下に分布するのみであり，
本地点では中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）の活動は明確に判断できない。
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地質図

反射法地震探査断面図 解釈図

石動山断層・古府断層

反射法地震探査測線位置図

石動山断層・古府断層

断層位置

推定区間

右図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑩反射法地震探査（杉野屋測線）－

反射法地震探査仕様
測線長 1100m

振源
電磁式バイブレータ1台（スイープ数
16回，スイープ周波数15～120Hz），
スイープ長7s

発振点間隔 5m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有周波数40hz，6個グ
ループ）

受振点間隔 5m

記録系
有線型データ
収録装置（STRATAVIEW）

サンプリング間隔 1ms
記録長 1.5s
解析CMP間隔 2.5m



○石動山断層・古府断層の地下構造を確認するため，荻市付近で反射法地震探査（荻市測線(1)(2)）を実施した結果，丘陵基部から約400m離れた平野下では，中川砂岩層及び中川砂岩層の
上位で埴生累層の下位の更新統に撓曲状の構造が認められ，断層が伏在している可能性がある（下図，次頁）。

○埴生累層は下位の撓曲状の構造により生じた凹部を埋積するように分布し，その内部の反射面は下位層の西に傾斜した構造に対してアバットしている（次頁）ことから，埴生累層は下位の更
新統の撓曲後に堆積したと考えられるが，埴生累層も西側へ緩く傾斜しており，中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）の活動は明確に判断できない。

○なお，丘陵基部のリニアメント・変動地形位置の中川砂岩層に相当する反射面は不明瞭であるものの，上位の沖積層基底に相当する反射面は水平である（下図）。

地質図

反射法地震探査断面図（荻市測線（1））

解釈図（荻市測線（1）） 336

石動山断層・古府断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

下図範囲

断層確認位置

石動山断層・古府断層

埴生累層上面

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑪反射法地震探査（荻市測線）－

反射法地震探査仕様
測線長 4890m

振源

電磁式バイブレータ1台
（スイープ数8回，スイー
プ周波数15～120Hz），
スイープ長7s

発振点間隔 10m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有周波数
40hz，6個グループ）

受振点間隔 10m

記録系
有線型データ
収録装置（DAS-1）

サンプリング間隔 1ms
記録長 1.5s
解析CMP間隔 5m

（丘陵基部）

荻市測線（2）（次頁）
との併走区間

荻市測線(2)と併走



地質図

反射法地震探査断面図（荻市測線（2）） 解釈図（荻市測線（2））
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【荻市測線（2）】
（平野下の浅部を対象として実施）

石動山断層・古府断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

下図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

反射法地震探査仕様
測線長 600m

振源

電磁式バイブレータ1台
（発振数8回，発振周波
数400Hz，発振長5.24s），
発振波形：疑似ランダ
ム・バイナリ・コード・シ
グナル

発振点間隔 2m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有周波数
40hz，6個グループ）

受振点間隔 2m

記録系
有線型データ
収録装置（DAS-1）

サンプリング間隔 0.25ms
記録長 0.75s
解析CMP間隔 1m



○石動山断層・古府断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（敷浪測線）を実施した結果，中川砂岩層及び杉野屋シルト岩層に相当する反射面
は丘陵基部で平野側に急傾斜する同斜構造を示しており，断層が伏在している可能性がある。

○丘陵基部から約100m離れた平野下では，埴生累層に相当する反射面が急傾斜する同斜構造をほぼ水平に覆っているが，本地点では中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）の活動は明確
に判断できない。
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地質図

反射法地震探査断面図 解釈図

石動山断層・古府断層石動山断層・古府断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

下図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（2-5） 石動山断層・古府断層の活動性 －⑫反射法地震探査（敷浪測線）－

反射法地震探査仕様
測線長 645m

振源

電磁式バイブレータ1台
（スイープ数8回，スイー
プ周波数15～120H，ス
イープ長7s)

発振点間隔 5m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有周波数
40hz，6個グループ）

受振点間隔 5m

記録系
有線型データ
収録装置（DAS-1）

サンプリング間隔 1ms
記録長 1.55s
解析CMP間隔 2.5m



【文献調査】（P.340）
○活断層研究会（1991）は，野寺断層（確実度Ⅰ～Ⅲ，南東側低下）を図示し，NNE-SSW走向，長さ14ｋｍ，活動度C，西側の開析扇状地※1及び開析扇状地・丘陵斜面※1が5～10ｍ隆起と記載している。
○今泉ほか（2018）は，活断層研究会（1991）の野寺断層とほぼ同じ位置に，活撓曲や西向きの傾動を伴う活断層及び西向きの傾動を伴う推定活断層を図示している。
○地震調査委員会（2005a）は，石動山断層，古府断層，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を邑知潟断層帯とし，全体の長さは約44 km で，ほぼ北東－南西方向に延び，断層の南東側が北西側に対して相対的に隆
起する南東傾斜（約30°）の逆断層であるとしている。

【空中写真判読】（P.341，342）
○文献で図示される野寺断層とほぼ同じ位置の，河原付近から気屋付近までの区間に，西側への撓み状の地形，丘陵斜面の高度不連続等からなるリニアメント・変動地形を判読した。

○ 野寺断層付近では，北東部において西側への連続する撓み状の地形等によるリニアメント・変動地形が判読され，南西部は花崗岩及び新第三紀層と第四紀層との地層境界付近に位置する傾動状地形面等によるリニアメント・変
動地形が判読される。

○ 野寺付近（図中①）で実施した地形，地質調査の結果，古期扇状地Ⅰa面の逆向き崖については，断層活動に関連して考えることが可能であり，その場合，MIS5e以降の活動があったと考えられる。なお，古期扇状地Ⅰb面はほぼ
連続して分布しており，K-Tz降灰以降の活動はないか極めて小さいと推定される（P.345）。

○ 上田付近（図中②）で実施したトレンチ調査の結果，リニアメント・変動地形を横断して分布する古期扇状地Ⅰ面堆積層（最終間氷期前～中期以降に堆積）に変位・変形は認められない。古期扇状地Ⅰ面堆積層の表層には中位段
丘Ⅰ面と同程度の色調を有する赤褐色土壌が認められ，その土壌中にDKP（5.5万年前以前）が認められることから，古期扇状地Ⅰ面は少なくとも約5.5万年前以前の形成であると考えられ，MIS5e等の最終間氷期前～中期の温暖
期を経ていると考えられるが，明確に判断できないことから，後期更新世以降の活動の可能性が否定できない（P.346，347）。

○ 御舘付近（図中③）及び上田出付近（図中④）で反射法地震探査を実施した結果，花崗岩と推定される基盤岩の上面に相当する反射面は急傾斜で東方に隆起する等しており，断層が伏在している可能性がある。さらに，基盤岩を
不整合に覆う中川砂岩層及び埴生累層が西方に傾斜していることから，中期更新世以降にも活動があったと推定される （P.348，349）。

○ 黒川東方（図中⑤）で実施した地質調査の結果，リニアメント・変動地形は花崗岩及びそれを不整合に覆う中川砂岩層の分布域に認められ，この不整合面は西側に緩傾斜している。本地点における活動性については，リニアメント・
変動地形直近の露頭データを取得できていないことから，明確に判断できない（P.350） 。

○ 黒川東方より南部は判読したリニアメント・変動地形より東側が相対的に高い傾向が認められることから，東側隆起の断層が伏在している可能性もある（P.342） 。

→野寺断層は，文献調査，地質調査の結果，南東傾斜の逆断層と推定される。

⇒野寺断層（北部）は後期更新世以降の活動が否定できず，野寺断層（南部）の活動性については明確に判断できない。ただし，野寺断層（北部）で認められる東側が相対的に高い地形が黒川東方を越えて野寺断層（南部）まで連続
し，東側隆起の断層が伏在している可能性があることを踏まえ，野寺断層全体を，走向がNE-SW方向，傾斜が南東傾斜の逆断層と推定し，後期更新世以降の活動が否定できないと評価。

活動性評価

【文献調査】

【空中写真判読】
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※1：活断層研究会（1991）では開析扇状地，開析扇状地・丘陵斜面を「12万年前」としている。

断層位置

推定区間

位置図

右図拡大範囲

調査地点

反射法地震探査測線

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-1） 野寺断層の評価結果

傾斜方向

⑤

位置図

リニアメント・変動地形約11km

活断層（確実度Ⅱ及びⅢ）（活断層研究会，1991）

活断層（今泉ほか，2018）

①

③

④

②

野寺断層（南部） 野寺断層（北部）

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層※2

※2： 内高松付近の断層に対応する断層は認められないため，リニアメント・変動地形の位置を図示
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※活断層研究会（1991）では開析扇状地，開析扇状地・丘陵斜面，海成段丘を「12万年前」としている。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，野寺断層（確実度Ⅰ～Ⅱ，南東側低下）を図示し，NNE-SSW走向，長さ14ｋｍ，活動度C，西側の開析扇状地※及
び開析扇状地・丘陵斜面※が5～10ｍ隆起と記載している。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編］」（今泉ほか，2018）は，活断層研究会（1991）の野寺断層とほぼ同じ位置に活撓曲や西向きの傾動を伴う活断層及び西向きの傾
動を伴う推定活断層を図示している。なお，断層の諸元に関する記載はない。

○「邑知潟断層帯の長期評価」（地震調査委員会，2005a）は，石動山断層，古府断層，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を邑知潟断層帯とし，全体
の長さは約44 km で，ほぼ北東－南西方向に延び，断層の南東側が北西側に対して相対的に隆起する南東傾斜（約30°）の逆断層であると記載している。

○「都市圏活断層図」(堤ほか，2010)は，地震調査委員会（2005a）の野寺断層に相当するものを含む活断層・推定活断層を，石動山断層の南方延長に図示している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を合わせて野寺活動セグメントとして
図示している。

位置図

右図拡大範囲

凡 例

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-2） 野寺断層の文献調査
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リニアメント・変動地形分布図

地形断面図

【地形断面図】

6 6’

3’

2

3

7 7’

5 5’

1’1
←W E→

←W E→

←W E→

←W E→
←W E→

←W E→

リニアメント・変動地形

H:V=1:2

H:V=1:2 H:V=1:2H:V=1:2

H:V=1:2

2’

4’4
←W E→

リニアメント・変動地形

H:V=1:2

H:V=1:4

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

○活断層研究会（1991）に図示された野寺断層付近にリニアメント・変動地形が断続的に判読される。北部の約4km区間が西側への撓み状の地形や丘陵斜面の高度
不連続，逆向きの崖等からなるBランク～Dランク，南部の約7km区間が西側傾斜の傾動状地形面等からなるCランク及びDランクのリニアメント・変動地形であり，
大局的には東側が相対的に高い傾向が認められる。

位置図

右図拡大範囲

リニアメント・変動地形

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-3） 野寺断層の地形調査
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【野寺断層周辺の地形の特徴】野寺断層

リニアメント・変動地形の地形要素

リニアメント・変動地形

○野寺断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，北部の約4km区間には西側への撓み状の地形や丘陵斜
面の高度不連続，逆向きの崖等が，南部の約7km区間には西側傾斜の傾動状地形等が認められ，大局的には東側が相対的に高い傾向が認
められる。

西側傾斜
の傾動

わずかな逆傾斜

撓み状の崖・
逆向きの低崖

直線状の谷・鞍部

逆向きの低崖 直線状の谷・鞍部

逆向きの低崖
小起伏面の高度不連続・

直線状の谷

丘陵斜面の
高度不連続

西側低下の撓み
急傾斜

西側傾斜
の傾動

逆向きの低崖

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯
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にれはら おおた くろ せ だに うりゅう なかがわ はにゅう

○リニアメント・変動地形周辺には，先第三系の花崗岩，楡原階の太田累層，黒瀬谷階の瓜生累層，下部更新統の中川砂岩層，中部更新統の埴生累層，上部更新
統の中位段丘Ⅰ面堆積層，古期扇状地堆積層，河成段丘Ⅲ面堆積層，河成段丘Ⅳ面堆積層，上部更新統～完新統の沖積層が分布している。

地質図（邑知潟南縁断層帯南部） 断層位置

推定区間

断層確認位置

J

J'

K

K'

L

L'

M

M'

N

N'

O

O'

野寺断層（南部）

坪山-八野断層

内高松付近の断層※1

野寺断層（北部）

野寺断層（北部）

野寺断層（南部）※２

坪山-八野断層

坪山-八野断層

野寺断層（南部）※２坪山-八野断層

坪山-八野断層
内高松付近の断層※１

J J’

K K’

L L’

M M’

野寺断層（南部）※２

N N’

O O’
野寺断層（南部）※２坪山-八野断層

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

地質断面図

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-4） 野寺断層周辺の地質調査

野寺断層（北部）

※１：内高松付近の断層に対応する断層は認められないため，リニアメント・変動地形の位置を図示。
※２：野寺断層（南部）に対応するリニアメント・変動地形として判読した逆向きの低崖等から西傾斜の逆断層が推定されるが，大局的には東側が相対的に高い傾向が認められることから東傾斜の逆断層が伏在する可能性も考えられ，

断層の傾斜方向は明確に判断できないためリニアメント・変動地形の位置を図示。
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○野寺付近において地形・地質調査，上田付近においてトレンチ調査，黒川東方において地表踏査を実施し，さらに断層の地下構造を確認するため，反射法地震探査（御舘測線，大坪川測線）
を実施した。

○野寺付近の地形・地質調査，上田付近のトレンチ調査，反射法地震探査の結果，野寺断層（北部）は後期更新世以降の活動が否定できず，黒川東方の地表踏査の結果，野寺断層（南部）の
活動性については明確に判断できない。ただし，野寺断層（北部）で認められる東側が相対的に高い地形が黒川東方を越えて野寺断層（南部）まで連続し，東側隆起の断層が伏在している可
能性があることから，安全側に評価して，野寺断層全体を後期更新世以降の活動が否定できない断層と評価した。

地質図

①野寺付近の地形・地質調査

野寺断層（南部）

②上田付近の地質調査

断層位置

推定区間

③反射法地震探査
（御舘測線）

④反射法地震探査
（大坪川測線）

位置図

上図拡大範囲

内容 位置 調査結果 活動性評価 参照頁

① 地形・地質調査 野寺付近

古期扇状地Ⅰa面（MIS5e等の最終間氷期前～中期の温
暖期を経ていると考えられる）は，リニアメント・変動地形を
挟んで海側が高いが，古期扇状地Ⅰb面（約9.5万年前以
前に形成）はほぼ連続して分布している。

MIS5e以降の活動があった
と考えられるが，約9.5万年
前以降の活動はないか，極
めて小さい。

P.345

② トレンチ調査 上田付近
古期扇状地Ⅰ面堆積層に変位・変形は認められない。古
期扇状地Ⅰ面は，MIS5e等の最終間氷期前～中期の温
暖期を経ていると考えられるが，明確には判断できない。

後期更新世以降の活動の
可能性が否定できない。

P.346，347

③ 反射法地震探査 御舘測線 中川砂岩層及び埴生累層が西方に傾斜している。
中期更新世以降の活動が
推定される。

P.348

④ 反射法地震探査 大坪川測線 中川砂岩層及び埴生累層が西方に傾斜している。
中期更新世以降の活動が
推定される。

P.349

⑤ 地表踏査 黒川東方
リニアメント・変動地形は，花崗岩及びそれを不整合に覆
う中川砂岩層の分布域に認められ，この不整合面は西側
に緩傾斜している。

リニアメント・変動地形直近
の露頭データが取得できて
いないことから，明確に判
断できない。

P.350

⑤黒川東方の地表踏査

野寺断層（北部）

断層確認位置

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

調査地点

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-5） 野寺断層の活動性 －調査結果－



←W E→
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○野寺付近で地形調査を実施した結果，古期扇状地Ⅰa面上に東側低下の逆向き崖からなるリニアメント・変動地形が判読され，古期扇状地Ⅰa面はリニアメント・変
動地形を挟んで海側が高いが，古期扇状地Ⅰa面より約10～20m低い標高に認められる古期扇状地Ⅰb面では同様の傾向は見られず，ほぼ連続して分布する。

○古期扇状地Ⅰ面上で地質調査を実施した結果，古期扇状地Ⅰa面堆積層の表層には中位段丘Ⅰ面と同程度の色調を有する赤褐色土壌が認められ，土壌の上部
にはK-Tzが認められる。また，古期扇状地Ⅰb面堆積層の表層には中位段丘Ⅰ面ほど赤色土壌化の進んでいない明褐色土壌が認められ，土壌中にはK-Tzが認
められることを踏まえると，古期扇状地Ⅰa面及びⅠb面のいずれも，少なくとも約9.5万年前以前の形成であると考えられ，Ⅰa面についてはMIS5e等の最終間氷期
前～中期の温暖期を経ていると考えられる。

○以上より，古期扇状地Ⅰa面の逆向き崖は断層活動に関連して考えることが可能であり，その場合，MIS5e以降の活動があったと考えられる。なお，古期扇状地Ⅰb
面はほぼ連続して分布していることから，K-Tz降灰以降の活動はないか極めて小さいと推定される。

調査位置図

リニアメント・変動地形分布図

地形断面図 柱状図

リニアメント・変動地形
（野寺断層）

テフラの年代
（町田・新井，2011 ； 星住ほか，
2023 ；宝田ほか， 2022 ) )

AT：3万年前
DKP：5.5万年前以前
Aso-4：8.8万年前
K-Tz：9.5万年前

断層位置

推定区間

右図範囲

断層確認位置

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-5） 野寺断層の活動性 －①野寺付近の地形・地質調査－



野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

346

○上田付近でリニアメント・変動地形を横断して実施したトレンチ調査の結果，リニアメント・変動地形として判読した低崖付近の古期扇状地Ⅰ面堆積層には，変位・変
形は認められない。

○古期扇状地Ⅰ面堆積層の表層には中位段丘Ⅰ面と同程度の色調を有する赤褐色土壌が認められ，その土壌中にDKP（5.5万年前以前）が認められることから，古
期扇状地Ⅰ面は少なくとも約5.5万年前以前の形成であると考えられ，MIS5e等の最終間氷期前～中期の温暖期を経ていると考えられるが，その形成年代は明確
に判断できない。

○よって，上田付近では，後期更新世以降の活動の可能性が否定できない。

地質図

リニアメント・変動地形

調査位置図

断層位置

推定区間

下図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-5） 野寺断層の活動性 －②上田付近のトレンチ調査－



リニアメント・変動地形

【上田付近 トレンチ調査 スケッチ・写真】

トレンチ調査結果 スケッチ

テフラの年代
（町田・新井，2011 ； 宝田ほか， 2022）

AT：3万年前
DKP：5.5万年前以前

トレンチ調査結果 写真（2007年撮影） 347

←W

E→

野寺断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯



野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

○野寺断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（御舘測線）を実施した結果，花崗岩と推定される基盤岩の上面に相
当する反射面は，やや急傾斜で東方に隆起しており，断層が伏在している可能性がある。

○さらに，基盤岩を不整合に覆う中川砂岩層及び埴生累層が西方に傾斜していることから，中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）にも活動があったと推定される。

348解釈図（左：測線(1)，右：測線(2)）

反射法地震探査断面図（左：測線(1)，右：測線(2)）

地質図
野寺断層

野寺断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

左下図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-5） 野寺断層の活動性 －③反射法地震探査（御舘測線）－

反射法地震探査仕様
【測線１(左) 測線2 (右)】

測線長 1670m 600m

振源

電磁式バイブ
レータ1台（ス
イープ数8回，
スイープ周波
数15～120Hz，
スイープ長7s）

電磁式バイブ
レータ1台（ス
イープ数16回，
スイープ周波
数15～120Hz，
スイープ長7s）

発振点間隔 10m 5m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有周
波数40hz，6個
グループ）

上下動速度計
（L-40A固有周
波数40hz，6個
グループ）

受振点間隔 10m 5m

記録系

有線型データ
収録装置
（DAS-1）

有線型データ
収録装置
（DAS-1）

サンプリング間隔 1ms 1ms
記録長 1.5s 1.5s
解析CMP間隔 2.5m 2.5m



野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

地質図

○野寺断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して上田出付近で反射法地震探査（大坪川測線）を実施した結果，花崗岩と推定される基
盤岩の上面に相当する反射面は，急傾斜で東方に隆起しており，断層が伏在している可能性がある。

○さらに，基盤岩を不整合に覆う中川砂岩層及び埴生累層が西方に傾斜していることから，中期更新世以降（埴生累層の堆積以降）にも活動があったと推定される。

349解釈図（左：測線(1)，右：測線(2)）

反射法地震探査断面図（左：測線(1)，右：測線(2)）

野寺断層 野寺断層

野寺断層

反射法地震探査測線位置図

断層位置

推定区間

野寺断層

野寺断層 野寺断層

左下図範囲

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-5） 野寺断層の活動性 －④反射法地震探査（大坪川測線）－

反射法地震探査仕様
【測線１(左) 測線2 (右)】

測線長 1140m 576m

振源

電磁式バイ
ブレータ1台
（スイープ数
16回，スイー
プ周波数15
～120Hz，ス
イープ長7s)

電磁式バイ
ブレータ1台
（発振数8回，
発振周波数
300Hz），発
振長6.88s）
発振波形：
疑似ランダ
ム・バイナ
リ・コード・シ
グナル

発振点間隔 10m 2m

受振器

上下動速度計
（L-40A固有
周波数40hz，
6個グルー
プ）

上下動速度計
（L-40A固有
周波数40hz，
6個グルー
プ）

受振点間隔 10m 2m

記録系

有線型デー
タ
収録装置
（DAS-1）

有線型デー
タ
収録装置
（STRATVIE
W）

サンプリング
間隔

1ms 0.5ms

記録長 1.5s 0.75s
解析CMP間
隔

5m 2.5m



野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層
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調査位置図

地質図

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形
（野寺断層）

リニアメント・変動地形
（野寺断層）

←W E→

地質断面図

断層位置

推定区間

右図範囲

○黒川東方で地表踏査を行った結果，リニアメント・変動地形は花崗岩及びそれを不整合に覆う中川砂岩層の分布域に認められ，この不整合面は西側に緩傾斜して
いる。

○本地点における活動性については，リニアメント・変動地形直近の露頭データが取得できていないことから，明確に判断できない。

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（3-5） 野寺断層の活動性 －⑤黒川東方の地表踏査－



【文献調査】（P.352）
○活断層研究会（1991）は，以下の断層を図示している。
・坪山-八野断層（確実度Ⅱ及びⅢ，東側低下）を図示し，NNE-SSW走向，長さ10ｋｍ，活動度C，西側の開析扇状地※1が5～10ｍ隆起，丘陵斜面が>20ｍ隆起と記載している。

○今泉ほか（2018）は，活断層研究会（1991）の坪山-八野断層とほぼ同じ位置に西向きの傾動を伴う東側低下の活断層を図示している。
○地震調査委員会（2005a）は，石動山断層，古府断層，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を邑知潟断層帯とし，全体の長さは約44 km で，ほぼ北東－南西方向に延び，断層
の南東側が北西側に対して相対的に隆起する南東傾斜（約30°）の逆断層であるとしている。

【空中写真判読】（P.353，354）
○文献で図示される坪山-八野断層とほぼ同じ位置の，坪山付近から指江付近までの約10km区間に，小起伏面上の東側低下の逆向き崖，高度不連続や直線状の谷からなるリニアメント・変動
地形を判読した。

位置図

○坪山-八野断層は，逆向き崖等が連続して認められる西側隆起の逆断層である。
○森本東方（図中①）で実施したトレンチ調査の結果，埴生累層（上部）に地形面と同様の北東側への緩やかな傾斜が認められ，断層活
動に関連して考えることも可能である（P.357～362）。

○余地南方（図中②）で実施した露頭調査の結果，西側の花崗岩が西傾斜（約40°）の逆断層により中川砂岩層に乗り上げる状況が確認
される（P.363） 。

○余地北方（図中③）で実施した露頭調査の結果，埴生累層（上部）が急傾斜する中川砂岩層をほぼ水平に覆うことから，中川砂岩層堆
積後に活発な活動があり，埴生累層（上部）堆積時以降には沈静化しているとも考えられる（P.364）。

○夏栗付近（図中④）で反射法地震探査を実施した結果，花崗岩と推定される基盤岩の上面に相当する反射面を西側に隆起させる西傾
斜（約40°）の断層が推定される。上位の中川砂岩層に相当する反射面も，断層の下盤側で変形して東傾斜となっている（P.365）。

⇒坪山-八野断層は，走向がNNE-SSW方向，西傾斜の逆断層と推定され，後期更新世以降の活動が否定できないと評価。

活動性評価（坪山-八野断層）

リニアメント・変動地形 約10km

【文献調査】

【空中写真判読】

活断層（確実度Ⅱ及びⅢ）（活断層研究会，1991）

活断層（今泉ほか，2018）

351

※1：活断層研究会（1991）では開析扇状地，海成段丘を「12万年前」としている。

調査地点

位置図

右図拡大範囲

断層確認位置

② ③
①

④

・文科省ほか（2015）は，かほく市の海岸平野の砂丘下に埋
没している東傾斜の伏在逆断層を推定しており，坪山-八
野断層をこの伏在逆断層の分岐断層として図示している。
文科省ほか（2015）の評価を踏まえ，海岸砂丘下に埋没す
る東傾斜の伏在逆断層については，邑知潟南縁断層帯に
関連した構造と判断した。 （P.366）。

反射法地震探査測線

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層※2

断層位置

推定区間

④

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-1） 坪山-八野断層の評価結果

傾斜方向

※2：内高松付近の断層に対応する断層は認められないため，リニアメント・変動地形の位置を図示



位置図 352

※活断層研究会（1991）では開析扇状地，開析扇状地・丘陵斜面，海成段丘を「12万年前」としている。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，坪山-八野断層（確実度Ⅱ及びⅢ，東側低下）を図示し，NNE-SSW走向，長さ10ｋｍ，活動度C，西側の開析扇状
地※が5～10ｍ隆起，丘陵斜面が>20ｍ隆起と記載している。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編］」（今泉ほか，2018）は，活断層研究会（1991）の坪山-八野断層とほぼ同じ位置に西向きの傾動を伴う東側低下の活断層を図示し
ている。なお，断層の諸元に関する記載はない。

○「邑知潟断層帯の長期評価」（地震調査委員会，2005a）は，石動山断層，古府断層，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を邑知潟断層帯とし，全体
の長さは約44 km で，ほぼ北東－南西方向に延び，断層の南東側が北西側に対して相対的に隆起する南東傾斜（約30°）の逆断層であると記載している。

○「都市圏活断層図」(堤ほか，2010)は，地震調査委員会（2005a）の坪山－八野断層に相当するものを含む活断層・推定活断層を，石動山断層の南方延長に図示して
いる。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を合わせて野寺活動セグメントとして
図示している。

位置図

右図拡大範囲

凡 例

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-2） 坪山-八野断層の文献調査
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【地形断面図】

リニアメント・変動地形分布図

地形断面図

3 3’

4 4’

5 5’

1 1’

3
’

リニアメント・変動地形

←NW SE→

←NW SE→ ←NW SE→

←NW SE→ ←W E→

2’2

位置図

右図拡大範囲

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

○活断層研究会（1991）に図示された坪山-八野断層及びその南方付近にリニアメント・変動地形が断続的に判読される。長さは約10kmで，逆向きの崖，小起伏面上
の高度不連続や直線状の谷等からなるBランク～Dランクのリニアメント・変動地形であり，西側隆起が推定される。

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-3） 坪山-八野断層の地形調査
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【坪山-八野断層周辺の地形の特徴】坪山－八野断層

○坪山-八野断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，逆向きの崖，小起伏面の高度不連続や直線状の
谷等が認められ，西側隆起が推定される。

リニアメント・変動地形の地形要素

位置図

右図拡大範囲

直線状の谷

リニアメント・変動地形

低崖

逆向きの
撓み状の低崖

撓み状の低崖

急崖
傾斜
変換

逆向きの崖
逆向きの崖

逆傾斜

増傾斜

増傾斜

逆傾斜

逆向きの崖

崖・直線状の谷

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯
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地質図（邑知潟南縁断層帯南部） 断層位置

推定区間

断層確認位置

K

K'

L

L'

M

M'

N

N'

O

O'
野寺断層（南部）

坪山-八野断層

内高松付近の断層※1

野寺断層（北部）坪山-八野断層

坪山-八野断層 野寺断層（南部）※２坪山-八野断層

坪山-八野断層
内高松付近の断層※１

K K’

L L’

M M’

野寺断層（南部）※２

N N’

O O’
野寺断層（南部）※２坪山-八野断層

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

←W E→

地質断面図

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-4） 坪山-八野断層周辺の地質調査

※１：内高松付近の断層に対応する断層は認められないため，リニアメント・変動地形の位置を図示。
※２：野寺断層（南部）に対応するリニアメント・変動地形として判読した逆向きの低崖等から西傾斜の逆断層が推定されるが，

大局的には東側が相対的に高い傾向が認められることから東傾斜の逆断層が伏在する可能性も考えられ，断層の傾斜
方向は明確に判断できないため，リニアメント・変動地形の位置を図示。

野寺断層（南部）※２

野寺断層（北部）

にれはら おおた くろ せ だに うりゅう なかがわ はにゅう

○リニアメント・変動地形周辺には，先第三系の花崗岩，楡原階の太田累層，黒瀬谷階の瓜生累層，下部更新統の中川砂岩層，中部更新統の埴生累層，上部更新
統の中位段丘Ⅰ面堆積層，古期扇状地堆積層，河成段丘Ⅲ面堆積層，河成段丘Ⅳ面堆積層，上部更新統～完新統の沖積層が分布している。
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地質図

○余地付近において露頭調査，森本東方においてトレンチ調査を実施し，さらに断層の地下構造を確認するため，反射法地震探査（夏栗測線）を実施した。

○その結果，リニアメント・変動地形にほぼ対応する位置に断層を確認し，坪山-八野断層は，走向がNNE-SSW方向，西傾斜の逆断層と推定される。トレンチ調査等
の結果，中期更新世の埴生累層（上部）堆積以降に断層活動した可能性があり，後期更新世以降の活動は不明であるものの，坪山-八野断層を後期更新世以降の
活動が否定できない断層と評価した。

余地付近の調査
②余地南方の露頭調査
③余地北方の露頭調査

①森本東方のトレンチ調査

④反射法地震探査（夏栗測線

推定区間

断層位置

位置図

上図拡大範囲 断層確認位置

内容 位置 調査結果 活動性評価 参照頁

① トレンチ調査 森本東方

断層や顕著な撓曲は認められないも
のの，埴生累層（上部）に地形面と同
様の北東側への緩やかな傾斜が認め
られる。

中期更新世以降（埴生累層
（上部）の堆積以降）に活動し
た可能性がある。

P.357～362

② 露頭調査 余地南方
西側の花崗岩が西傾斜（約40°）の逆
断層により中川砂岩層に乗り上げる状
況が確認される。

前期更新世以降（中川砂岩層
の堆積以降）に活動が認めら
れる。

P.363

③ 露頭調査 余地北方
埴生累層（上部）が急傾斜する中川砂
岩層をほぼ水平に覆う。

前期更新世以降（中川砂岩層
の堆積以降）に活発な活動が
あり，中期更新世以降（埴生累
層（上部）の堆積以降）には沈
静化しているとも考えられる。

P.364

④ 反射法地震探査 夏栗測線

花崗岩と推定される基盤岩の上面に
相当する反射面を西側に隆起させる西
傾斜（約40°）の断層が推定される。
上位の中川砂岩層に相当する反射面
も，断層の下盤側で変形して東傾斜と
なっている。

前期更新世以降（中川砂岩層
の堆積以降）に活動が認めら
れる。

P.365

調査地点

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-5） 坪山-八野断層の活動性 －調査結果－

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層
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○森本東方において，リニアメント・変動地形を横断するトレンチ調査を行った結果，断層や顕著な撓曲は認められないものの，トレンチ南西部及
びその南西方延長のピットにおける埴生累層（上部）等の各層の分布形状は，地形面と同様に北東側に緩く傾斜している。

○したがって，森本東方のトレンチ調査結果から，坪山-八野断層は中期更新世以降（埴生累層（上部）の堆積以降）に活動した可能性がある。

調査位置図

P-3

P-2

P-1 T-2

T-1

坪山-八野断層

坪山-八野断層

トレンチ投影断面図

地質図

森本東方のトレンチ調査

推定区間

断層位置

右図範囲

坪山-八野断層

地質図（拡大）

右下図拡大範囲

断層確認位置

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-5） 坪山-八野断層の活動性 －①森本東方のトレンチ調査－
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坪山-八野断層

調査位置図

P-3 P-2

P-1

T-2 T-1

写真掲載範囲

【P-1～3ピット調査 写真】

A

B C

P-3ピット調査 写真（ＮＷ面）
（2007年撮影）

トレンチ投影断面図

P-2ピット調査 写真（ＮＷ面）
（2007年撮影）

P-1ピット調査 写真（ＮＷ面）
（2007年撮影）

←ＳＷ ＮＥ→ ←ＳＷ ＮＥ→ ←ＳＷ ＮＥ→

坪山-八野断層

写真掲載範囲
写真掲載範囲

写真掲載範囲

坪山-八野断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯
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坪山-八野断層

調査位置図

T-2 T-1

写真・スケッチ
掲載範囲

【Ｔ-2トレンチ調査 写真】

P-3 P-2

P-1
A

B C
写真掲載範囲

SＷ← →NＥ

5ｍ

NW 5NW 0
NW 15NW 10 NW 25NW 20

NW 30
NW 25

NW 40
NW 35

NW 45

トレンチ投影断面図

トレンチ調査結果 写真（2007年撮影）

追加掘削状況

坪山-八野断層

坪山-八野断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

SＷ← →NＥ

追加掘削状況
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【Ｔ-1トレンチ調査 写真（１／３）】
坪山-八野断層

調査位置図

T-2 T-1

写真・スケッチ
掲載範囲

P-3 P-2

P-1
A

B C

Ｗ← →Ｅ

5ｍ

NE 5NE 0 NE 15NE 10 NE 25NE 20 NE 30

写真掲載範囲

トレンチ投影断面図

トレンチ調査結果 写真
（2007年撮影）

追加掘削状況

坪山-八野断層

坪山-八野断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

追加掘削状況 追加掘削状況



NE 35NE 30 NE 45NE 40 NE 55NE 50 NE 60

5ｍ

361

Ｗ← →Ｅ

【Ｔ-1トレンチ調査 写真（２／３）】
坪山-八野断層

調査位置図

T-2 T-1

写真・スケッチ
掲載範囲

P-3 P-2

P-1
A

B C

写真掲載範囲

トレンチ投影断面図

トレンチ調査結果 写真
（2007年撮影）

坪山-八野断層

坪山-八野断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

追加掘削状況
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坪山-八野断層

調査位置図

T-2 T-1

写真・スケッチ
掲載範囲

【Ｔ-1トレンチ調査 写真（３／３）】

P-3 P-2

P-1
A

B C

写真掲載範囲

5ｍ

Ｗ← →ＥNE 65NE 60

NE 75
NE 70

NE 85
NE 80 NE 90

NE 95NE 90
NE 105

NE 100

NE 115
NE 110

トレンチ投影断面図

トレンチ調査結果 写真（2007年撮影）

坪山-八野断層

坪山-八野断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

Ｗ←
→Ｅ

追加掘削状況
追加掘削状況

追加掘削状況
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○余地南方に分布する露頭で調査を行った結果，西側の花崗岩が西傾斜（約40°）の逆断層により中川砂岩層に乗り上げる状況が確認される。

○したがって，余地南方の露頭調査結果から，坪山-八野断層は前期更新世以降（中川砂岩層の堆積以降）に活動が認められる。

露頭スケッチ

地質断面図

地質図

調査位置図

N

N N’

Loc.1

SE← →NW

露頭写真（2007年撮影）

余地付近の調査
・余地南方の露頭調査

中川砂岩層

花崗岩

←NW SE→

推定区間

断層位置

断層

坪山-八野断層

断層

野寺断層※

右図範囲

断層確認位置

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

※：黒川付近以南における野寺断層（N-N’測線）の
傾斜方向については，明確に判断できない。

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-5） 坪山-八野断層の活動性 －②余地南方の露頭調査－
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○余地北方の断層推定位置近傍に分布する露頭で調査を行った結果，埴生累層（上部）は60°程度に急傾斜した中川砂岩層をほぼ水平に覆う。

○よって，余地北方の露頭調査結果から，坪山-八野断層は前期更新世以降（中川砂岩層の堆積以降）に活発な活動があり，中期更新世以降
（埴生累層（上部）の堆積以降）には沈静化しているとも考えられる。

地質図

調査位置図

余地付近の調査
・余地北方の露頭調査

ほぼ水平

露頭スケッチ
露頭写真（2007年撮影）

中川砂岩層

埴生累層
（上部層）

WE

推定区間

断層位置

右図範囲

断層確認位置

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-5） 坪山-八野断層の活動性 －③余地北方の露頭調査－



○坪山-八野断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（夏栗測線）を実施した結果，花崗岩と推定される基盤岩の上
面に相当する反射面を西側に隆起させる西傾斜（約40°）の断層が推定される。また，上位の中川砂岩層に相当する反射面も，断層の下盤側で西側隆起に引きず
られるように変形して東傾斜となっている。

○よって，反射法地震探査（夏栗測線）の結果から，坪山-八野断層は前期更新世以降（中川砂岩層の堆積以降）に活動が認められる。

365解釈図

反射法地震探査断面図

坪山－八野断層

W← →E

W← →E

地質図

反射法地震探査測線位置図

推定区間

断層位置

坪山－八野断層

左下図範囲

断層確認位置

・測線の方向を考慮した真の断層傾斜角は約40°

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-5） 坪山-八野断層の活動性 －④反射法地震探査（夏栗測線）－

反射法地震探査仕様
測線長 3980m

振源

電磁式バイブレータ
1台（スイープ数16回，
スイープ周波数15～
120Hz，スイープ長
7s）

発振点間隔 10m

受振器
上下動速度計
（L-40A固有周波数
40hz，6個グループ）

受振点間隔 10m

記録系
有線型データ
収録装置（DAS-1）

サンプリング間隔 1ms

記録長 1.5s

解析CMP間隔 5m
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海陸統合測線KT01の測線図（重合測線）
（文科省ほか，2015）

海陸統合測線KT01の反射法地震探査深度変換断面の地質学的解釈
（文科省ほか（2015）に一部加筆）

海陸統合測線KT01西部，日本海沿岸から宝達丘陵西麓部の地質解釈断面
（文科省ほか，2015）

下図範囲

右図拡大範囲

凡 例
赤：活断層，青：逆断層，黒：正断層，ＭＣ：苦鉄質な地殻，

ＰＮ：先新第三系（大陸性地殻），水色：音川層基底，黄色：埴生層基底

○文科省ほか（2015）は，坪山-八野断層周辺で海陸統合探査（KT01測線）を実施し，探査記録から以下のように評価している。
・かほく市の海岸平野では，総変位量は小さいものの，先第三系基盤岩類及び新第三系の分布高度を食い違わせる構造が伏在しており，その直下に東傾斜の逆断層（右下図赤破線）が存在
していると推定される。そのうちの分岐断層（右下図に坪山-八野断層と記載）は第四紀後期の段丘面を西向きに撓曲させる変位地形の直下にあたるが，主断層の先端部は海岸砂丘下に埋
没しているものとみられる。
・また，沿岸部のCDP11200付近には逆断層（右下図青実線）が存在するが，これはほぼ水平な反射面に覆われており，現在は非活動的である。
・これらの伏在逆断層は，石動山断層の南方にあたるが，両者の間には宝達丘陵と石動山地の境界部に東西に延びる新第三系の褶曲構造による構造的不連続が存在すると考えられる。

○上記の文科省ほか（2015）の評価を踏まえ，海岸砂丘下に埋没する東傾斜の伏在逆断層については，邑知潟南縁断層帯に関連した構造と判断した。

坪山-八野断層

石動山断層

宝達丘陵

石動山地

宝達丘陵と石動山地の境界部に東西に延びる新第三系の褶曲構造

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（4-5） 坪山-八野断層の活動性 －反射法地震探査（文科省ほか，2015）－



【文献調査】（P.368）
○活断層研究会（1991）は，以下の断層を図示している。
・内高松付近の断層（確実度Ⅱ，西側低下）を図示し，NNE-SSW走向，長さ2ｋｍ，活動度C，東側の海成段丘※1が10～15ｍ隆起と記載している。

○今泉ほか（2018）は，活断層研究会（1991）の内高松付近の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。
○地震調査委員会（2005a）は，石動山断層，古府断層，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を邑知潟断層帯とし，全体の長さは約44 km で，ほぼ北東－南西方向に延び，断層
の南東側が北西側に対して相対的に隆起する南東傾斜（約30°）の逆断層であるとしている。

【空中写真判読】（P.369，370）
○文献で図示される内高松付近の断層とほぼ同じ位置の，内高松北部から内高松南部までの約1.7km区間に，中位段丘Ⅰ面と沖積面との間の撓み状の崖や，中位段丘Ⅰ面と小起伏面との間
の撓み状の崖・直線状の谷等からなるリニアメント・変動地形を判読した。

位置図

367

※1：活断層研究会（1991）では開析扇状地，海成段丘を「12万年前」としている。

位置図

右図拡大範囲

○内高松付近の断層は，中位段丘Ⅰ面と沖積層及び小起伏面との間に位置する，撓み状の崖及び直線状の谷をリニアメント・変動地形として判読したものである。
○内高松付近（図中①，②，③）で実施した露頭調査の結果，中川砂岩層及び埴生累層はほぼ水平に堆積する（P.371，372）。
○内高松付近（図中④）で反射法地震探査を実施した結果，花崗岩と推定される基盤岩の上面に相当する反射面は緩やかに西側に傾斜し，上位層の中川砂岩層に相当する反射パターンはほ
ぼ水平であり，断層や撓曲は認められない（P.373）。

⇒リニアメント・変動地形として判読した撓み状の崖及び直線状の谷は，沖積層堆積時の侵食地形と考えられ，地質調査の結果，内高松付近に対応する断層は認められない。※2

活動性評価（内高松付近の断層）

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の
断層※3

リニアメント・変動地形 約1.7km

活断層（確実度Ⅱ）（活断層研究会，1991）

推定活断層（今泉ほか，2018）
【文献調査】

【空中写真判読】

③②①

④

断層位置

推定区間

調査地点

断層確認位置

反射法地震探査測線

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（5-1） 内高松付近の断層の評価結果

※2：内高松付近に対応する断層は認められないものの，地震調査委員会（2005a）が
邑知潟断層帯に内高松付近の断層も含めて評価していることを踏まえ，当社の
邑知潟南縁断層帯の評価区間に内高松付近の断層も含めることとした（P.303）。

※3：内高松付近の断層に対応する断層は認められないため，リニアメント・変動地形の位置を図示
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※活断層研究会（1991）では開析扇状地，開析扇状地・丘陵斜面，海成段丘を「12万年前」としている。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，内高松付近の断層（確実度Ⅱ，西側低下）を図示し，NNE-SSW走向，長さ2ｋｍ，活動度C，東側の海成段丘※が10
～15ｍ隆起と記載している。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編］」（今泉ほか，2018）は，活断層研究会（1991）の内高松付近の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。なお，断層の諸
元に関する記載はない。

○「邑知潟断層帯の長期評価」（地震調査委員会，2005a）は，石動山断層，古府断層，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を邑知潟断層帯とし，全体
の長さは約44 km で，ほぼ北東－南西方向に延び，断層の南東側が北西側に対して相対的に隆起する南東傾斜（約30°）の逆断層であると記載している。

○「都市圏活断層図」(堤ほか，2010)は，地震調査委員会（2005a）の内高松付近の断層に相当するものを含む活断層・推定活断層を，石動山断層の南方延長に図示
している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，野寺断層，坪山－八野断層及び内高松付近の断層を合わせて野寺活動セグメントとして
図示している。

位置図

右図拡大範囲

凡 例

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（5-2） 内高松付近の断層の文献調査
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【地形断面図】

リニアメント・変動地形分布図

地形断面図

2’
1 1’

2

リニアメント・変動地形

←NW SE→

←NW
SE→

位置図

右図拡大範囲

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の断層

○活断層研究会（1991）に図示された内高松付近の断層付近にリニアメント・変動地形が断続的に判読される。長さは約1.7kmで，中位段丘Ⅰ面と沖積面との間の撓
み状の崖や，中位段丘Ⅰ面と小起伏面との間の撓み状の崖・直線状の谷からなるCランクのリニアメント・変動地形である。

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（5-3） 内高松付近の断層の地形調査
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【内高松付近の断層周辺の地形の特徴】内高松付近の断層

○内高松付近の断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，西側低下の撓み状の崖・直線状の谷が認められる。

リニアメント・変動地形の地形要素

リニアメント・変動地形

撓み状の崖・直線状の谷

西側低下の崖

位置図

右図拡大範囲

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯
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にれはら おおた くろせだに うりゅう なかがわ はにゅう

○リニアメント・変動地形周辺には，先第三系の花崗岩，楡原階の太田累層，黒瀬谷階の瓜生累層，下部更新統の中川砂岩層，中部更新統の埴生累層，上部更新統の中位段丘Ⅰ面堆積層，
古期扇状地堆積層，河成段丘Ⅲ面堆積層，河成段丘Ⅳ面堆積層，上部更新統～完新統の沖積層が分布している。

○リニアメント・変動地形周辺の内高松付近において露頭調査を実施した結果，中川砂岩層及び埴生累層はほぼ水平に堆積する（次頁）。

○リニアメント・変動地形周辺において反射法地震探査（内高松測線）を実施した結果，花崗岩と推定される基盤岩の上面及び中川砂岩層に相当する反射面はほぼ水平に連続しており，リニア
メント・変動地形が判読された付近には断層や撓曲等は認められない（次々頁）。

○以上より，リニアメント・変動地形として判読した撓み状の崖及び直線状の谷は，沖積層堆積時の侵食地形と考えられ，地質調査の結果，内高松付近に対応する断層は認められない。

リニアメント・変動地形

調査位置図

露頭調査箇所
（次頁）

M

断層位置

推定区間

地質断面図

坪山-八野断層
内高松付近の断層※１

M M'

←NW

SE→

野寺断層（南部）※２

断層確認位置

※１：内高松付近の断層に対応する断層は認められないため，リニアメント・変
動地形の位置を図示。

※２：野寺断層（南部）に対応するリニアメント・変動地形として判読した逆向き
の低崖等から西傾斜の逆断層が推定されるが，大局的には東側が相対
的に高い傾向が認められることから東傾斜の逆断層が伏在する可能性も
考えられ，断層の傾斜方向は明確に判断できないため，リニアメント・変動
地形の位置を図示。

野寺断層

坪山-八野断層

地質図

左下図範囲

M

M'

内高松付近の断層※1

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（5-4） 内高松付近の断層の地質調査
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○リニアメント・変動地形周辺の内高松付近において露頭調査（Loc.1，2）を実施した結果，ほぼ水平な構造を示す埴生累層が認められる。

○また，丘陵縁辺部に分布する大規模な露頭（Loc.3）において，中川砂岩層が水平に堆積し，その上部を中位段丘Ⅰ面堆積層が覆っている。

露頭写真（Loc.1）
（2008年撮影）

露頭写真（Loc.3）（2008年撮影）
（右は地層境界を加筆）

中位段丘Ⅰ面堆積層

中川砂岩層

N← →SN← →S

調査位置図

露頭写真（Loc.2）
（2008年撮影）

断層位置

推定区間

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（5-4） 内高松付近の断層の地質調査 －内高松付近の露頭調査－
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内高松付近の断層
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○内高松付近の断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して反射法地震探査（内高松測線）を実施した結果，内高松測線（1）においては，
花崗岩と推定される基盤岩の上面に相当する反射面及び上位層の中川砂岩層に相当する反射面はほぼ水平である。

○リニアメント・変動地形を横断するように実施した内高松測線（2）においては，花崗岩と推定される基盤岩の上面に相当する反射面は緩やかに西側に傾斜し，上位
層の中川砂岩層に相当する反射面はやや不明瞭な部分もあるが極緩傾斜からほぼ水平であり，リニアメント・変動地形が判読された付近には断層や撓曲等は認
められない。

地質図

リニアメント・変動地形

←W E→
内高松付近の断層

反射法地震探査断面図（左：内高松測線（1），右：内高松測線（2））

解釈図（左：内高松測線（1），右：内高松測線（2））
反射法地震探査測線位置図

左下図範囲

野寺断層

坪山-八野断層

内高松付近の
断層

断層位置

推定区間

断層確認位置

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（5-5） 内高松付近の断層周辺の反射法地震探査 －内高松測線－

反射法地震探査仕様
【測線１(左) 測線2 (右)】
測線長 1130m 1600m

振源

電磁式バ
イブレータ
1台
（スイープ
数8回，ス
イープ周
波数15～
120Hz，ス
イープ長
7s)

電磁式バ
イブレータ
1台
（スイープ
数16回，
スイープ
周波数15
～120Hz，
スイープ
長7s)

発振点間
隔

10m 10m

受振器

上下
動速度計
（L-40A固
有周波数
40hz，6個
グループ）

上下
動速度計
（L-40A固
有周波数
40hz，6個
グループ）

受振点間
隔

10m 10m

記録系

有線型
データ
収録装置
（DAS-1）

有線型
データ
収録装置
（DAS-1）

サンプリン
グ間隔

1ms 1ms

記録長 1.5s 1.5s
解析CMP
間隔

5m 5m



崖地形等は
認められない

古期扇状地面
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○佐野町付近以東では，古期扇状地面が急崖や逆向き崖を埋積し，そこにはリニアメント・変動地形は認められない。

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形の北東端付近拡大図

リニアメント・変動地形を判読した区間

下図範囲

急崖

急崖

直線的な崖

低崖

逆向きの崖

急崖
逆向きの崖

鞍部
急崖

鞍部鞍部

逆向きの崖

逆向きの崖

低崖

急崖

低崖

逆向きの崖

崖

撓み 地震調査委員会
（2005a）の北東端

2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価 2.4.5 邑知潟南縁断層帯

2.4.5（6） 邑知潟南縁断層帯の端部 －北東端付近の地形調査－




